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 プロパンガスの配管設備は供給設備と消費設備に分けられます。

プロパンガス容器（ボンベ）からガスメーターの出口までを供給設

備といい、LPガス（プロパンガス）販売店の所有物です。 

 法的にはLPガス（プロパンガス）販売事業者が責任を持って維

持管理を行います。  

 ガスメータの出口からガスコンロやガス給湯器などの設備までは

消費設備といい、ガスを使用する人が維持管理をします。  

 プロパンガス業界の慣例として、新築時に消費設備の配管工事を

無償で行い、工事費用を明記した『ガス設備無償貸与契約書』をガ

ス会社と消費者双方で交わすことがあります。 

 このような無償配管を行った場合、消費設備の所有権がLPガス

販売業者にあるのか、消費者にあるのかについては争いがあります

が、契約期間内にガスの契約を解除すると、減価償却の残存分を請

求されることがありますので注意が必要です。 

プロパンガスの配管設備はだれのもの？ 

 1．原状回復義務の内容 

   賃借人は、賃貸借契約の終了時に賃貸借物件を原状に

回復して賃貸人に返還する義務を負います。これを原状回

復義務といいます。 

 この原状回復義務には、賃借人が賃借物件に付属させた 

付属物の撤去義務が含まれ、契約終了時には自ら附属させ

た付属物を撤去しなければなりません。 

 また、賃借物件の消耗に関する回復義務もあります。 

 ２.原状回復義務の範囲 

  上記のとおり、原状回復義務には撤去義務も含まれま

すが、どの程度まで回復する義務あるのかという点が問題

となります。 

 ①通常損耗 賃貸借契約の目的および社会通念に従って 

       賃借物件を使用したことによって生じる劣 

       化および価値の減少分をいいます。 

   （例）畳、襖、障子、壁、天井、床等の汚損等 

 ②特別損耗 賃借人の故意過失、その他通常の使用を超 

       えるような使用による損耗等をいいます。 

   （例）壁を刃物で傷つけた、煙草の火で畳を焦がす 

 特別損耗が原状回復義務に含まれることに争いはあり

ません。賃借人の責任で毀損・汚損させたわけですから

賃借人が原状回復するのは当然のことです。 

 問題は、通常損耗についてです。通常損耗は賃借人の

責任ではないので、特約がないかぎり賃貸人が負担すべ

きと考えられます。 

 したがって、原則は通常損耗は原状回復義務の範囲に

含まれませんが、契約自由の原則から特約によって賃借

人に負担させることができます。 

 ただし、特約内容によっては認められない場合があり

この点、最高裁の判例が参考になります。 

 「通常損耗について原状回復義務を賃借人に負担させ 

  ることは、賃借人に予期しない特別の負担を課すこ 

  とになる。 

  そこで少なくとも賃借人が負担することになる通常 

  損耗の範囲を契約書に具体的に明記する。仮に契約 

  書では合意の内容が明らかでない場合は、賃貸人は 

  口頭により説明し、賃借人が通常損耗補修特約を明 

  確に認識していることが必要である」 
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もしれません。柱が桧で立派だとか、見えないところにお金を

使っているとか、すでに何人もの人が検討しているとか、矢継

ぎ早に営業攻勢をかけてきます。 

 ほぼ買うつもりで来たのに、こんなセールストークは全く逆

効果です。 

 私も若いとはいえ営業のはしくれ。これが不動産業界なの

かと思うと、自分がこの業界でなくて良かったと思いました。 

 一時間ほど現地に居たでしょうか。結局、最後まで売り込み

ばかりでした。 

 帰り際に、５区画のうち、買うならここと決めていた区画につ

いて他の人の動きを聞くと 

  「ここは人気の区画で、今日決めないと頂かないと明日、

他の人が申込みを入るかもしれませんよ」と煽ってきます。 

 作り話のようにも思えましたが、事実かどうか確かめようがあ

りません。正直焦りました。とはいえ、いますぐ結論をと言わ

れてもそれも無理な話です。 

 一週間以内に必ず返事するから待ってほしいと言うと 

 「わかりました。米本さん、この家はあなたに買っていただけ

るまで私が責任を持って押さえておきます。安心してくださ

い。そのかわり絶対に買ってくださいね」  

 それにしても、この営業マン好きになれない・・・次号に続く  
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奇跡奇跡奇跡奇跡はあとはあとはあとはあと何年続何年続何年続何年続くくくく？？？？        

  前回は建築途中の新築現場を見学・・・というところまでで

した。 

 約束の週末、渡された案内地図を頼りに現地へと向かいま

す。北へ北へと車を走らせ、やがて庄内川を超えると、それ

までの風景は一変し、やけに田んぼが目につくようになりまし

た。 

 最初から郊外ということはわかっていましたが、実際にそこ

に来ると、知った人がだれ一人いない、この田舎町で暮らす

イメージが湧いてきません。 

 心の迷いがわたしの顔に出ていたのでしょうか、その日、同

行した姉は 「ちょっと田舎だけど、慣れるまでの辛抱よ。そ

れになんといっても新築なんだから」 と、励まします。 

 現地に着くと、すでに不動産会社の人が待っていました。 

全部で５区画の建売住宅で、まだ上棟が終わったばかりの状

況です。 

 建築のことなどまるでわからない私たちは、どこをどう見れ

ば良いのかさっぱりわかりません。 

 姉と二人で周囲をうろうろしていると、それまで金魚の糞の

ように後を付いてきた営業マンがようやく説明を始めました。 

 正確には説明というより自画自賛の営業トークと言うべきか


